
　
市
で
は
全
域
に
防
災
行
政
無
線
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
防
災
情
報
の
お
知

ら
せ
や
災
害
発
生
時
の
連
絡
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
す
で
に
日
吉
町
地
域

と
八
木
町
地
域
で
は
、
防
災
行
政
無
線

を
整
備
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
美
山

町
地
域
、
来
年
度
以
降
に
園
部
町
地
域

で
も
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
台
風
や
大
雨
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
は
、
雨
雲
の
動
き
や
河

川
の
状
況
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
入
手
し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
お

よ
び
避
難
指
示
を
防
災
行
政
無
線
な
ど

を
通
じ
て
発
信
し
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
り
ま
す
。

　
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
各
地

の
雨
量
、
河
川
水
位
情
報
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
京
都

府
・
市
町
村
共
同
統
合
型
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

）
に
は
避
難
場
所
と
地
図

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
災
害
に
備

え
て
近
く
の
避
難
所
を
確
認
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。（
図
①
）

　
携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
京
都

府
の
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
）
で
、
登
録
者
に
気

象
情
報
（
注
意
報
・
警
報
な
ど
）
、
防

災
情
報
（
防
災
啓
発
情
報
や
災
害
時
に

お
け
る
お
知
ら
せ
情
報
な
ど
）
な
ど
を

配
信
し
て
い
ま
す
。（
図
②
）

　
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
今
年
度
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
（
危
険
個
所
分
布
図
）
を
作
成
し

ま
す
。
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、

河
川
が
大
雨
で
増
水
し
氾
濫
し
た
場
合

の
浸
水
想
定
区
域
や
、
土
砂
災
害
な
ど

が
起
こ
り
や
す
い
よ
う
な
危
険
個
所
、

各
地
域
の
避
難
所
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
す

る
も
の
で
す
。
今
年
度
中
に
作
成
し
て

全
戸
配
布
し
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
避
難
行
動
や
防
災
活
動
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の
耐

震
診
断
を
平
成
18
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
耐
震
補
強
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
建
物
が
12
校
25
棟
、
改

築
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建

物
が
２
校
２
棟
あ
り
ま
し
た
。
市
学
校

施
設
耐
震
化
検
討
委
員
会
で
検
討
い
た

だ
き
、
平
成
21
年
度
か
ら
７
年
計
画
で

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
南
丹
市
消
防
団
は
、
旧
町
ご
と
に
組

織
さ
れ
た
４
つ
の
支
団
、
19
の
分
団
か

ら
な
り
、
消
防
ポ
ン
プ
車
両
16
台
、
小

型
ポ
ン
プ
90
台
な
ど
を
地
域
に
配
備

し
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
団
員
数
は
１
、
５
７
１
人
（
４
月
１

日
現
在 
団
長
を
含
む
）
で
、
団
員
は
ひ

と
た
び
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
現
場
に

駆
け
つ
け
て
消
火
活
動
や
復
旧
活
動
に

当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て

定
期
的
に
各
種
訓
練
や
防
災
啓
発
活
動

を
行
う
な
ど
、
地
道
で
多
岐
に
わ
た
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
2
年
に
1
度
の
京
都
府
消
防

操
法
大
会
の
年
で
も
あ
り
、
各
支
団
で

は
大
会
に
向
け
て
訓
練
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
ご

ろ
か
ら
避
難
経
路
の
確
認
や
防
災
対

策
、
素
早
く
避
難
す
る
た
め
の
備
え
を

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
ま
ず

自
分
の
命
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
や
市
と
連
携

し
て
被
害
を
最
小
に
と
ど
め
、
私
た
ち

の
ま
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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防
災
行
政
無
線
の
整
備
計
画

そ
の
ほ
か
の
防
災
情
報

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

学
校
施
設
の
耐
震
化

南
丹
市
消
防
団
の
活
動
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▲消防操法大会の様子（６月１５日美山支団）

　
　
　
　
http://g-kyoto.pref.kyoto.lg.jp/

gis/usher.asp

　
　
　
　
 http://w

w
w
.pref.kyoto.jp/

shobo/m
ail.htm
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　事前の備えがあれば、災害時の被害を小さくすることができます。各家庭で点検
しましょう。

家の近くの避難場所
確認した避難場所を記入しましょう。

防災チェックシート
■持ち出す物（目安は３日分）
□懐中電灯
□携帯ラジオ
□乾電池
□医療品
□ろうそく
□マッチ・ライター
□非常食
□飲料水

□缶切り
□ナイフ
□ロープ
□着替え・下着類
□携帯電話
□現金・貴重品（公衆電話を利用
することが多くなるので、小銭
も用意しましょう）

■家族で確認しておこう
□非常で持ち出すものの備えはある
か(懐中電灯やラジオの電池はあ
るか。非常食の消費期限 など)

□避難場所と避難経路を確認してい
る

▲（図①）京都府・市町村共同統合型
地理情報システムの携帯版ＱRコー
ド。携帯電話で上記のバーコードを読
み取るか、http://g-kyoto.pref.kyoto.lg.
jp/mobile_gis/index.aspへアクセスして
ください。

▲（図②）京都府の防災・防犯情報メ
ール配信システムに登録するためのＱ
Rコード。携帯電話で上記のバーコー
ドを読み取るか、anzen@k-anshin．
pref．kyoto．jpに空メールを送ってくだ
さい。

特集・災害からまちを守る

□家族が離れ離れになった時の集合
場所・連絡方法を決めている

□避難するときに、誰が何を持ち出
すか決めている

□預金通帳や保険証などは、消失す
る可能性があるので番号が分かる
ようにコピーをとるかメモをして
いる

□消火器の場所を確認している
□家具の転倒や落下の防止対策をし
ている

□安全に避難できるように、家の出
入り口には物を置いていない

□家屋や家の周囲、危険個所の点
検・補修をしている

□近所で避難時に助けが必要な方が
いるか把握している

□防災訓練に積極的に参加している
□防災情報の入手方法を知っている

※南丹市の避難場所については、広報なん
たんの2007年8月号に掲載しているほか、
市役所総務課（電話 0771-68-0002）にお問
い合わせください。


